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蛍
光
灯
の
製
造
と
輸
出
入
が
禁
止
さ
れ

る
2
0
2
7
年
末
ま
で
2
年
を
切
っ
た
。

自
治
体
な
ど
に
対
し
、
蛍
光
灯
か
ら
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（
L
E
D
）
照
明
へ
の
交
換

が
急
務
と
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、株
式
会
社
「
あ
か
り
み
ら
い
」（
本

社
札
幌
市
）
代
表
取
締
役
・
越
智
文
雄
氏

に
、
L
E
D
化
の
課
題
や
政
府
へ
の
提
言

を
聞
い
た
。

中
国
の
ガ
リ
ウ
ム
輸
出
規
制
に
懸
念
も

─
─
蛍
光
灯
の
製
造
・
輸
出
入
禁
止
に
絡

む
「
2
0
2
7
年
問
題
」
に
つ
い
て
、
現

状
の
問
題
、
懸
念
は
何
で
、
政
府
は
ど
ん

な
対
策
を
打
ち
出
す
べ
き
か
。

　

非
常
事
態
が
現
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
日
中
関
係
の
悪
化
を
受
け
、

中
国
が
日
本
へ
の
レ
ア
ア
ー
ス（
希
土
類
）

の
輸
出
規
制
強
化
を
進
め
、
レ
ア
メ
タ
ル

（
希
少
金
属
）
に
つ
い
て
も
輸
出
制
限
が

講
じ
ら
れ
た
と
の
情
報
も
あ
る
。
L
E
D

の
原
料
と
な
る
「
ガ
リ
ウ
ム
」
は
、
中
国

が
世
界
最
大
の
産
出
国
で
、
9
割
以
上
の

シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
。

　

も
し
中
国
が
日
本
へ
の
ガ
リ
ウ
ム
輸
出

を
全
面
的
に
ス
ト
ッ
プ
す
れ
ば
、
L
E
D

照
明
器
具
は
生
産
で
き
な
い
。
日
本
の

L
E
D
化
は
中
国
に
左
右
さ
れ
る
経
済
安

全
保
障
の
重
要
課
題
だ
が
、
日
本
政
府
に

危
機
感
は
乏
し
い
。

　

政
府
は
30
年
度
末
を
「
1
0
0
％

L
E
D
化
」
の
目
標
と
し
た
が
、
そ
の
た

め
に
は
中
国
か
ら
ガ
リ
ウ
ム
と
L
E
D
照

明
の
緊
急
輸
入
が
必
要
だ
。
既
に
、

L
E
D
照
明
の
供
給
不
足
は
始
ま
っ
て
い

て
、
自
治
体
が
今
後
、
大
量
発
注
し
て
も
、

工
事
開
始
ま
で
数
カ
月
、
1
年
と
待
た
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
電
気
工
事
会
社
も

空
前
の
人
手
不
足
が
続
い
て
お
り
、
働
き

方
改
革
が
こ
れ
に
輪
を
か
け
て
い
る
。

　

28
年
以
降
も
蛍
光
灯
の
継
続
使
用
は
で

き
る
し
、
在
庫
の
蛍
光
灯
を
買
っ
て
使
う

こ
と
は
で
き
る
。
で
も
、
安
定
器
の
寿
命

（
耐
用
年
限
）
が
来
た
ら
、
い
く
ら
新
し

い
蛍
光
灯
を
つ
け
て
も
点
灯
し
な
い
。
安

定
器
は
19
年
に
製
造
終
了
し
て
い
る
の
で
、

寿
命
が
く
れ
ば
照
明
は
消
え
て
い
く
。

数
兆
円
規
模
の
財
政
出
動
必
要

　

政
府
と
し
て
は
、
ま
ず
非
常
事
態
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
緊
急
専
門
家

会
議
を
設
置
し
、
L
E
D
照
明
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
対
策
を
早
急
に

講
じ
る
と
と
も
に
、
数
兆
円
規
模
の
財
政

出
動
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

─
─
国
の
財
政
出
動
も
必
要
か
。

　

日
本
国
内
の
照
明
器
具
約
18
億
台
の
う

ち
、
全
体
の
6
割
超
が
L
E
D
化
さ
れ
て

い
る
と
い
う
が
、
ま
だ
蛍
光
灯
は
7
億
台

残
っ
て
い
る
と
い
う
。
1
台
に
2
本
の
蛍

光
管
が
付
い
て
い
る
蛍
光
灯
の
照
明
器
具

が
あ
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
蛍
光
管
の
本

数
は
10
億
本
以
上
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
蛍
光
灯
か
ら
L
E
D
照

明
に
交
換
で
き
る「
直
管
L
E
D
ラ
ン
プ
」

の
国
内
出
荷
量
は
約
6
5
0
万
台
（
24
年

度
）
に
す
ぎ
な
い
。
需
要
量
と
供
給
量
の

桁
が
違
い
過
ぎ
る
。（
※
日
本
照
明
工
業

会
に
よ
る
と
、
24
年
度
の
「
L
E
D
照
明

器
具
」
と
各
種
「
L
E
D
ラ
ン
プ
」
の
年

間
出
荷
総
数
は
約
9
1
0
0
万
台
）

　

経
済
産
業
省
も
環
境
省
も
多
く
の
自
治

体
も
ま
だ
、
非
常
事
態
と
の
認
識
は
な
い
。

政
府
目
標
30
年
度
末
の
1
0
0
％

L
E
D
化
は
、
現
状
で
は
ま
ず
不
可
能
だ

ろ
う
。
短
期
間
で
億
単
位
の
L
E
D
照
明

を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
政
府
も

自
治
体
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
事
態
は
防
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
治
体
が
起
債
し

た
り
、
民
間
企
業
が
借
入
金
で
L
E
D
調

達
資
金
を
賄
お
う
と
し
た
り
し
て
も
、

個
々
の
金
融
機
関
が
数
兆
円
規
模
の
資
金

を
調
達
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
だ
か

ら
「
日
本
の
灯あ

か

り
を
護ま

も

る
」
た
め
に
国
の

財
政
出
動
が
必
要
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
24
年
度
の
場
合
、
直
管

L
E
D
の
出
荷
6
5
0
万
台
で
、
そ
の
出

荷
額
は
2
0
0
億
円
弱
だ
っ
た
。
仮
に
7

億
台
の
蛍
光
灯
を
直
管
L
E
D
に
交
換
し

た
場
合
、
出
荷
額
は
2
兆
円
以
上
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
2
兆
円
の
財
政
出
動
が
な
い

と
経
済
は
動
か
な
い
。
こ
れ
は
出
荷
額
だ

け
の
数
字
だ
が
、
こ
れ
に
工
事
費
が
付
い

て
、
利
益
を
上
乗
せ
す
れ
ば
、
5
兆
円
に

膨
ら
む
だ
ろ
う
。
銀
行
だ
け
で
そ
ん
な
に

お
金
を
出
せ
な
い
し
、
自
治
体
で
も
そ
ん

な
リ
ー
ス
は
組
め
な
い
。
国
か
ら
の
交
付

L
E
D
化
、「
日
本
の
灯
り
護
る
」対
策
急
務

越
智
文
雄
氏
に
聞
く

村
田
純
一

時
事
通
信
解
説
委
員

時
事
総
合
研
究
所
研
究
員

蛍
光
灯
27
年
末
に
製
造
禁
止（
下
）
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金
も
当
て
に
な
ら
な
い
。
桁
が
全
然
違
う
。

　

政
府
は
そ
う
し
た
問
題
す
ら
気
付
い
て

い
な
い
。
小
さ
な
市
町
村
な
ら
と
も
か
く
、

県
単
位
ク
ラ
ス
の
L
E
D
照
明
の
大
量
発

注
と
な
る
と
、
膨
大
な
資
金
需
要
が
生
じ
、

全
国
規
模
で
数
兆
円
は
必
要
と
な
る
。

「
省
エ
ネ
」よ
り「
原
発
再
稼
働
」優
先
か

─
─
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
の
締

約
国
会
議
で
蛍
光
灯
の
製
造
禁
止
が
決
ま

っ
た
の
は
23
年
11
月
。
関
連
政
令
の
閣
議

決
定
が
24
年
12
月
24
日
で
、
そ
の
間
、
政

府
か
ら
都
道
府
県
・
政
令
市
へ
の
事
務
連

絡
は
あ
っ
た
が
、
政
府
か
ら
国
民
へ
は
ほ

と
ん
ど
周
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

私
は
原
発
再
稼
働
問
題
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
る
。
25
年
2
月
に
閣
議
決

定
し
た
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

よ
る
と
、
人
工
知
能
（
A
I
）
の
進
展
に

よ
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
半
導
体

工
場
の
稼
働
増
に
よ
る
電
力
需
要
の
増
大

が
想
定
さ
れ
る
の
で
、「
原
発
再
稼
働
が

必
要
」
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
に
な
っ
た
。

　

L
E
D
は
蛍
光
灯
よ
り
消
費
電
力
が
少

な
く
、
寿
命
が
長
い
の
で
省
エ
ネ
効
果
が

高
い
。
脱
炭
素
化
も
期
待
で
き
、
自
治
体

の
多
く
は
環
境
対
策
部
局
が
L
E
D
化
を

担
当
し
て
い
る
。

　

蛍
光
灯
1
本
の
消
費
電
力
は
40
㍗
、

L
E
D
が
11
㍗
。
蛍
光
灯
の
安
定
器
の
消

費
電
力
を
考
え
る
と
、
L
E
D
に
交
換
す

る
と
必
要
な
電
力
は
約
4
分
の
1
に
な
る
。

　

仮
に
3
億
本
の
蛍
光
灯
を
L
E
D
化
し

た
場
合
、
お
よ
そ
1
0
0
0
万
㌔
㍗
の
消

費
電
力
が
削
減
さ
れ
、
こ
れ
は
1
0
0
万

㌔
㍗
の
火
力
ま
た
は
原
子
力
の
発
電
所
10

基
分
に
相
当
す
る
。
6
億
の
蛍
光
灯
を

L
E
D
化
す
れ
ば
原
発
20
基
分
の
消
費
電

力
が
削
減
さ
れ
る
計
算
だ
。

　

こ
う
し
た
省
エ
ネ
の
実
態
は
、
国
民
に

も
経
済
界
、
産
業
界
、
自
治
体
に
も
知
ら

せ
た
く
な
い
「
不
都
合
な
真
実
」
な
の
だ
。

経
産
省
な
ど
日
本
政
府
に
と
っ
て
、
原
発

再
稼
働
の
推
進
を
邪
魔
す
る
デ
ー
タ
で
、

原
発
不
要
論
が
高
ま
る
こ
と
を
恐
れ
、
自

治
体
や
国
民
へ
の
周
知
を
徹
底
し
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

国
、自
治
体
へ
の
提
言

─
─
今
、
自
治
体
や
民
間
企
業
に
緊
急
対

応
を
呼
び
掛
け
て
い
る
よ
う
だ
が
。

　

27
年
ま
で
あ
と
1
年
と
な
り
、
政
府
は

今
も「
順
調
に
L
E
D
化
が
進
ん
で
い
る
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
既
に
L
E
D

照
明
器
具
も
直
管
L
E
D
ラ
ン
プ
も
品
不

足
で
、
発
注
し
て
も
数
カ
月
か
ら
半
年
待

ち
と
い
う
状
況
だ
。
民
間
に
は
、
事
務
所
、

工
場
、
ホ
テ
ル
、
商
店
、
街
路
灯
な
ど
、

ま
だ
L
E
D
化
さ
れ
て
な
い
と
こ
ろ
は
、

急
ぎ
工
事
発
注
し
て
く
だ
さ
い
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。
自
治
体
に
対
し
て
は
、
庁
舎

だ
け
で
な
く
、
病
院
、
学
校
な
ど
予
算
化

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
防
災
対
策
と

同
じ
よ
う
に
緊
急
措
置
と
し
て
L
E
D
蛍

光
管
を
数
万
本
規
模
で
備
蓄
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

─
─
政
府
に
今
、
何
を
求
め
る
か
、
改
め

て
聞
き
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
の
全
面
停

止
に
よ
る
未
曽
有
の
電
力
危
機
を
解
決
す

る
た
め
に
、
当
時
の
政
府
は
環
境
省
、
経

産
省
、
日
本
照
明
工
業
会
の
連
携
に
よ
る

「
あ
か
り
未
来
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
て
、

全
国
、
官
民
全
て
の
施
設
の
L
E
D
化
を

目
指
し
た
。
こ
の
あ
か
り
未
来
計
画
の
最

終
手
段
と
し
て
、
19
年
に
安
定
器
の
製
造

を
終
了
さ
せ
た
。
安
定
器
の
寿
命
が
来
た

順
番
に
L
E
D
化
が
進
ん
で
い
く
と
い
う

軟
着
陸
型
の
政
策
だ
っ
た
が
、
今
、
年
間

数
千
万
灯
の
照
明
に
寿
命
が
来
て
い
る
の

に
L
E
D
の
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

い
わ
ば
日
本
だ
け
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
事

情
」
と
し
て
原
発
事
故
が
原
因
と
な
る

L
E
D
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
で
、
再
稼

働
の
た
め
の
ロ
ス
タ
イ
ム
が
あ
り
、
こ
こ

に
中
国
の
レ
ア
メ
タ
ル
戦
略
が
国
家
的
な

影
響
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
に
水
俣

水
銀
条
約
の
当
事
者
だ
っ
た
環
境
省
、
経

産
省
の
所
管
課
に
経
緯
を
聞
き
、
片
山
さ

つ
き
参
議
院
議
員
（
現
財
務
相
）
に
も
相

談
し
、
関
係
省
庁
の
担
当
者
を
集
め
た
勉

強
会
も
行
っ
た
。
当
時
、
経
済
安
全
保
障

担
当
相
だ
っ
た
高
市
早
苗
首
相
に
は
中
国

の
輸
出
規
制
の
危
険
性
と
「
日
本
の
灯
り

を
護
る
」
対
策
を
提
言
し
た
。

　

今
ま
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
電
気
料
金

削
減
対
策
と
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

続
け
て
き
た
が
、
現
時
点
で
は
、
安
定
器

の
寿
命
が
来
た
時
点
で
L
E
D
が
供
給
さ

れ
な
い
場
合
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
経
済
、

国
民
生
活
の
維
持
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
L
E
D
照
明
の
サ
プ
ラ
イ
チ

「あかりみらい」代表取締役の越智文雄氏（本人提供）
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ェ
ー
ン
対
策
と
し
て
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の

増
産
と
そ
れ
に
必
要
な
原
料
の
確
保
、
海

外
か
ら
の
L
E
D
資
材
の
緊
急
輸
入
、
電

気
工
事
士
の
人
手
不
足
対
策
等
の
「
27
年

対
策
」
を
立
て
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
数
兆
円
の
財
政
出
動
を
検
討

す
べ
き
だ
。
第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
は
既
に
認
め
ら
れ
、
原
発
再
稼
働
の
道

筋
は
整
っ
た
の
だ
か
ら
、次
は
日
本
の「
灯

り
を
護
る
」
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
て
ほ

し
い
。
そ
の
結
果
、
社
会
経
済
の
基
盤
で

あ
る
灯
り
を
護
る
こ
と
に
な
り
、
物
価
高

に
苦
し
む
国
民
や
産
業
界
に
も
電
気
料
金

の
削
減
と
い
う
今
最
大
の
政
策
課
題
を
解

決
す
る
成
果
を
も
た
ら
し
大
き
な
脱
炭
素

の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に

高
市
政
権
、
片
山
財
政
の
「
責
任
あ
る
積

極
財
政
」
の
政
策
そ
の
も
の
と
考
え
る
。

　

本
来
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脱
炭
素
、
電

気
料
金
削
減
の
た
め
の
L
E
D
化
が
長
期

停
電
（
不
点
灯
）
を
招
く
危
険
を
未
然
予

防
す
る
危
機
管
理
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

新
年
度
の
政
府
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

民
間
の
数
百
万
施
設
の
発
注
ラ
ッ
シ
ュ
が

始
ま
る
前
に
正
し
い
情
報
と
合
理
的
な
手

法
で
、
誤
っ
た
情
報
に
よ
る
無
駄
な
費
用

や
利
権
団
体
の
介
入
に
よ
る
不
正
入
札
な

ど
に
陥
ら
な
い
よ
う
専
門
家
の
意
見
と
し

て
助
言
を
受
け
て
ほ
し
い
。


